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● 胆振は道央の農業地帯に位置しており、東部の勇払平野や西部の河川流域の台地を中心に、冬は温暖、夏は冷涼な気

候を活かし、比較的経営規模は小さいものの、バラエティに富んだ農産物の生産が行われています。 

● 白老町以東に位置する胆振東部では、水田農業を中心に、トマトなどの施設野菜、ブロッコリーなどの露地野菜、小

麦や大豆などの畑作物のほか、花き、ハスカップなどの果樹、酪農、和牛、軽種馬の生産も盛んです。 

● 登別市以西に位置する胆振西部は、露地野菜や施設野菜の生産が盛んなほか、高級菜豆、りんごなどの果樹、水稲、

さらには酪農・畜産も営まれています。 

● 胆振地域では、苫東工業団地内をはじめ大規模な植物工場による野菜の周年生産や、道内の飼養羽数の２分の１を

占める養鶏が盛んなことも特徴です。   

● 安全・安心な農産物を求める消費者の期待に応えるため、環境との調和に配慮したクリーン農業や有機農業が管内

各地で取り組まれています。 

● 農業就業人口は3,390人（2025年農林業センサス）で、年々減少傾向にあるとともに高齢化も進んでいます。 

● 食料自給率の向上や環境と調和した持続的農業の推進と潤いのある農村をつくるため、農業・農村整備を計画的に

進めています。 

● 農地の生産力の維持向上のため、区画整理や暗渠排水などの土地改良を行っています。 

● 農産物流通の合理化や農村生活環境の改善を図るため、農道網の整備を行っています。 

● 農地や農業用施設を災害から守り、農業生産の維持と農業経営の安定を図るため、地すべり防止施設や海岸保全施

設などの整備を行っています。 

 

◎各市町の農業の特徴 
市町名 農 業 の 特 徴 

豊 浦 町 
いちごの生産のほか、酪農、養豚が盛んに行われています。特に、「豊浦いちご」（H19地域団体商標）と

ＳＰＦ豚の産地として有名です。 

洞爺湖町 

地域全体でクリーン農業に積極的に取り組んでいます。キャベツやセロリなどの葉菜類、にんじん、なが

いもなどの根菜類の生産が盛んで、地域ブランド「財田米」や「とうや湖和牛」（H30地域団体商標）でブ

ランド化を図っています。 

壮 瞥 町 
大福豆（おおふくまめ）を始めとする高級菜豆を中心とした畑作に加え、水稲やりんご・ぶどうなどの果

樹、オロフレの地熱温泉水を利用したトマトの施設栽培など多様な農業が展開されています。 

伊 達 市 
冬は温暖、夏は冷涼な気候を活かして、様々な野菜が生産され「伊達野菜」としてブランド化を図ってい

ます。水稲や酪農も盛んです。植物工場による大規模な施設園芸も見られます。 

室 蘭 市 生うずら卵の道内シェアが100パーセントを占めています。酪農も行われています。 

登 別 市 酪農のほか、肉牛、養豚、養鶏が行われています。「のぼりべつ豚」などの特産品があります。 

白 老 町 
肉用牛、養鶏が盛んです。道内で最初に導入された黒毛和牛は現在「白老牛」として商標登録されてお

り、ブランドを確立しています。 

苫小牧市 
酪農や畜産を中心とした農業を展開し、養豚では「B1とんちゃん」「樽前湧水豚」などの銘柄があります。

苫東工業団地では植物工場による大規模な施設園芸も展開されています。 

厚 真 町 

胆振管内で随一の農業地帯で、水稲では高品質米「たんとうまい（胆東米）」でブランド化を図っていま

す。麦・大豆の畑作や養豚も盛んなほか、「厚真産ハスカップ」（R6地域団体商標）をブランド化していま

す。 

安 平 町 

名馬を多く送り出している馬産地です。酪農・養豚などの畜産や、水稲・野菜・畑作も盛んであり、「ア

サヒメロン」のブランド名で知られる高品質のメロンも栽培されています。有機農業も推進しており、R5

に北海道で初めて「オーニックビレッジ宣言」をしました。 

むかわ町 

沿岸部では、水稲に加え、トマト、ブロッコリー、レタス、花きなどの園芸野菜と肉用牛を取り入れた複

合経営が展開されています。内陸部は、水稲のほか、昼夜の寒暖差を利用した高品質の「ほべつメロン」

（H19地域団体商標）が生産され、かぼちゃやながいもの産地としても知られています。 
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◎全道農業における胆振のシェア                           
  全道の農業産出額のうち、胆振の割合は概ね５％前後です。作物別収穫量等を見ると、水稲や小麦に比べ、レタスなど野菜のシェア

が大きいといった特徴があります。 

 

  

   

 

  

 

 

 

 

 

 

   

  

  

  

 

 

農業産出額:令和６年生産農業所得統計（農林水産省）及び 

令和６年市町村別農業産出額（農林水産省）   

販売農家数:2025年農林業センサス 

耕地面積、水稲及び小麦収穫量:令和７年度作物統計  

鶏の飼養頭数(全道)：令和６年畜産統計 

それ以外は令和７年度北海道農政部 及び 胆振総合振興局調べ 

※鶏の全道比は、令和７年２月１日時点の胆振管内値と 

令和６年２月１日時点の全道値を基に算出しています。 

（令和７年畜産統計が、2025年農林業センサス実施年につき 

休止しているため。）  

   

◎胆振の農業就業人口 
  農業就業人口を年齢構成別に見ると、全道のピークは60歳代なのに対し胆振のピークは70歳代であり、高齢化が進行している。                    

（2025年農林業センサス） 

 

 

 

 

項  目 胆振管内 全 道 全道比 

農業産出額（億円） 830 14,817 5.6％ 

販売農家数（世帯） 1,402 29,025 4.8％ 

耕地面積 33,907 1,133,000 3.0％ 

 田（ha） 8,389 218,900 3.8％ 

 畑（ha） 25,496 913,700 2.8％ 

収穫量 

 

 

 

 

水稲（t） 19,376 578,000 3.4％ 

小麦（t） 12,615 671,900 1.9％ 

ブロッコリー（t） 6,585 30,428 21.6％ 

レタス（t） 2,546 8,966 28.4％ 

トマト（t） 3,500 49,537 7.1％ 

飼養頭数 

 

 

 

乳用牛（頭） 8,152 828,690 9.8％ 

肉用牛（頭） 16,859 94,451 17.8％ 

豚（頭） 66,447 443,969 15.0％ 

鶏（千羽）※ 5,506 11,223 49.1％ 

年齢 胆振 全道 構成率 構成率

（人） （人） （胆振） （全道）

１５～２９ 152 3,216 4.5 4.4

３０～３９ 345 8,242 10.2 11.2

４０～４９ 492 13,267 14.5 18.0

５０～５９ 596 12,970 17.6 17.6

６０～６９ 734 16,585 21.7 22.5

７０～７９ 787 15,205 23.2 20.6

８０～ 284 4,346 8.4 5.9

計 3,390 73,831 100.0 100.0
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